
＝お願い＝
新型コロナウイルスの感染拡大が心配されます。今後の学校行事について検討させていただきました。

以下のようにします。急な変更で申し訳ありませんがよろしくお願いします。
２／１ 児童会選挙⇒１／２８に実施
２／２ かたくりの会⇒中止
２／３ PTA理事会⇒オンライン開催
２／４ 中学校説明会⇒児童への説明会は中止。物品販売のみ実施。
２／８ ６年食育授業⇒中止
２／９ 高甫ふれあい代表委員会⇒延期
２／１７ 児童総会⇒延期 ＊他の行事についても検討中です。

学校便り 令和４年１月２８日
NO １９

須坂市立高甫小学校
文責 黒岩

寒波襲来！

元旦の高甫小学校

今年の冬は、幾度となく寒波が襲来しています。日中の気温もさほど上がらず、毎日真冬日となっていま
す。校庭の雪もまったく溶けないので、子どもたちは毎日雪遊びを楽しんでいます。高甫スキー場オープンで
す。校庭に降りる階段は雪の滑り台になっています。低学年の子どもたちは、家からソリを持ってきて、気持ち
よく滑り台を滑っています。また、毎日、雪かきもしてもらっています。久しぶりに冬らしい冬を満喫しています。
高甫保育園の園児さんも滑り台を滑りました。

【学校教育目標】 明日の日本をになう子ども たくましく かしこく ほがらかな 高甫っ子

高甫保育園の園児さん

感謝です！
地域の皆様には通学路上の
除雪をしていただき感謝申し
上げます。子どもたちも安心
して通学できます。ありがと
うございます。



みんなえがお
１月１１日から２８日まで「命を見つめる旬間」です。それぞれの教室で「いのちのこと」や「お友だちのこ

と」などいっぱいお勉強していることと思います。今年の「命を見つめる旬間」のテーマは、『みんな笑顔にな

る権利』です。このテーマは、昨年の講演会からつけました。体育館で皿回しをしたの覚えていますか？楽

しかったね。そのときはみんな幸せな気分になったと思います。幸せな時って自然に笑顔になると思いま

す。お友達の顔を見てください。どんな顔をしていますか？笑顔ですか？それとも悲しそうですか？怒って

いる人はいませんか？笑顔が一番だね。では、みんなが笑顔になるための絵本を紹介します。

しあわせのバケツ ｷｬﾛﾙ・マクラウド

世界中のどんな人も、心にバケツを持っています。そのバケツは、
人を喜ばせるといっぱいになり、嫌なことをすると空になってしまうと
いうお話です。

自分さえ楽しければいいというのは本当の楽しさではありません。
お友達も楽しいから自分も楽しくなるんですね。大事なのは、誰かの
ために良い行いをするということです。そうすると自分のバケツもみん
なのバケツもいっぱいになります。そしてみんな笑顔になります。そん
な高甫小学校になるといいなあと思います。

分散登校開始！
前日までの雪もやみ、雲の切れ目から初日の出を見ることができた令和４年の元旦。きっといいことがあるぞと

期待に胸を膨らませていましたが、しだいにコロナ感染拡大が心配されるようになりました。最近では須坂市内の
小中学校でも感染者が確認されるようになりました。オミクロン株は感染力が高いことからも、ご家族で体調が優
れない方がいる場合は、決して無理をすることのないようにお願いします。
長野県は１月２７日～２月２０日の間、「まん延防止等重点措置」が適用されることになりました。須坂市内の小

中支援学校では、児童生徒の座席の間隔を可能な限り２ｍ確保するために、分散登校・分室教室を行うことにな
りました。本校では、１月３１日（月）～２月１８日（金）の間、地区ごとに２グループに分かれて午前と午後の分散
登校を行います。（A…上八町、村石、明徳 B…下八町、野辺、望岳台））
給食は提供されます。登下校時刻が変則になりますが、よろしくお願いします。
午前グループ…登校：８：２５ 下校：１２：１５ 午後グループ…登校：１２：３５ 下校：１５：５５
しばらくの間、子どもたちは自由にお友達と会うことできずに我慢する毎日となります。学校でも子どもたち

の様子をしっかり見ていきたいと思います。ご家庭にも多くのご負担をおかけしますがよろしくお願いします。

何かお困りのことがあれば、遠慮なく学校までご連絡ください。

底に動かないでいた稚魚
も少しずつ泳ぐようになりま
した。そこで水槽を２つに分

けました。２月から３年敬組の
皆さんがお世話をします。よろ
しくお願いします。

オンライン授業実施！
コロナ感染拡大が心配されることから１月２１日に予定されて

いた授業参観を中止にしました。かわりにオンライン授業を実
施しました。子どもたちは家にタブレットを持ち帰り、教室と家を
つないで授業を行いました。お家の方には授業の様子を子ども
たちのタブレット越しに参観していただきました。いろいろ課題
も見えてきました。この経験が分散登校に活かされます。


